



















今 日種 々の実験において液 体ヘ リウム温度か ら室温 あるいはそれ以上まで非常に広い範囲にわたって
温度を変える必要にせま られることが 多い。例えば相転移の研 究等では1週 間以上 の長期間 にわたって
安定に動作する温度可変クライオスタ ッ トを必要 とする ことがある。 コール ドフ ィンガー型のクライオ
スタッ トは一般 に使用温度範囲は狭 く、 この目的に適 さない。現在 このような目的のためにい くっかの
市販品があるが、ここでは我々が 自作 して10年 間使用 した安価で実績のあるク ライオスタ ッ トを紹介
する。
現在使用して いる ものはHeガ スフロー型(図a,b)とHeガ スを熱伝導媒体 としたもの(図c)
の2種 類である。a,bの クライオスタ ットは真 空封 じ切りであるが、cの 型はロ ・ータ リーポ ンプで 引
きなが ら使用する。 クライオスタッ トの材質は硬質2級 のガ ラス製で豊 中キャンパ スのガラス工作 セン
ターで製作 して もらった。aの 型は主に光学測定 用に使 用し窓 の部分を除いて内面銀メ ッキ、b,eの
型は全内面銀 メ ッキである。bの 型をパ ルス磁場で使用 した時は渦 電流を防 ぐため試料部分 はメッキを
しないで使用 した。cの 型はキプ ロニ ッケル及びステンレスで も製作 した。
a,bの 型はクライオスタッ トの下部がHeベ ッセルの液面 より上 にな るようにベ ッセル に挿入 し、
He液 中に投入 した ヒ・一ターを加熱 してHeを 蒸発 させ ることによって低温ガスを流 して冷 却する。a,
b型の製作上の注意はHeガ スが試料 に達するまでの時間を短 くするため、試料 までの管をできるだけ
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細 くするζとである。細すぎる とつ まりやす くなるが、現在内径約2.5mmの ものを使用 している。b
の型で は内外のガラス管 の熱膨張差のために割れるのを 防 ぐため必ずベローを付ける必要がある。aの
型で は細い内管がたわんで歪を吸収するのでベローの必要はない。試料はAu(Fe)一 クロメルP熱 電
対 とピ ・ータ 一ーを取付 けた銅ブロックに取 り付けてaの 窓部又はbのSの 部分に入れ る。 試料温度はHe
液中の ヒーター(最 大0.6W)と 銅プ ロソクの ヒーター(最 大5W)に 流す電流に よって制御する。He
液中 の ヒーターだけで設定温度 より少 し下が るように しておき、銅ブロ ックヒーターに流す電流をフ ィ
ー ドバ ック制御 して一定温度に保つ。銅ブ ロックは小 さく熱容量が 小さいので2,3分 で室温か ら10
Kま で下 げることがで き、 自作 の簡単な比例制御だけの温度コン トローラーで も0.1。ぐらいの制御 なら
容易である。経済的な使用温度範囲は8K:～500Kで 、使用温度領域によるが301の 液体Heで 約
2週間の連続実験がで きる。試料部分は 自然 蒸発のHeだ けで150K:程 度に冷える。a,bの 型の利
点はクライオスタッ トをベ ッセルに取付けたまま試料の交換が容易 にできることである。 欠点は比較的
高温 で使用した時クライオ スタ ットの内側ガラス管を通 してEeが 真空部分に入 り、約1か 月で真空引
直 しを必要 とす るこ とである。
c型のクライオスタソ トは他 の超伝導 クライオ スタッ トの 中に入 れ2重 管内部 のHeガ ス圧を変える .
ことに よって熱伝導を制御 して いる。細かな温度制御は銅ブロ ックに取付 けたヒーターで行な って いる。
使用温度範囲 は1.6K～300Kで あ る。2重 管内のHeガ ス圧を急 に上げると熱伝導が良 くな りすぎ
て外部 の液体Heが 突沸することがあ るのでガス圧の制御には注意を要す る。
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